
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊服の下から差し入れて挟みましょう。 

 

 

 

 

 

①ウイルスの侵入で免疫

細胞が働き、脳の視床下

部に体温を上げるように

指令を出す。 

 

近年、体温を測定する機会が増えました。体温は、体の健康状態を示す指標となるものです。体温

を正しく測り、自分の体調管理に役立ててみましょう。 

グーグルフォームの体調管理カードへの入力をお願いします。 

 2 学期から実施しています、グーグルフォームでの健康観察ですが、入力して

いない人が各学年数名います。ここで入力されたものは一定期間保管して、感染

症流行時に活用されるようになっています。（場合によってはこのデータを提出

することもあります。）必ず毎朝、検温し入力してください。 

 

あけましておめでとうございます。 

 新しい１年のスタートに「〇〇をしよう！」と胸を膨らませている人も多いのでは？ 

保健室からも今年のみなさんの挑戦を応援しています。元気で充実した年となりますように…。  

 

令和 4年 1月 8日 

練馬区立石神井西中学校 

保健室 

 
保健室から 

お願い 

 

体 温 は 体の健康指標 

 

発熱する仕組み 

②体温を上げるため、

血管を収縮し、寒さを

感じて熱の放出を少

なくする。 

 

③免疫細胞が活発に働

き、体温が上昇する。 

 

 

④回復に向かうと、発

汗して熱を下げる。 

 

 

発熱せよ 発熱 水分補給をしよう 

体温計を下側から差し入れ

て、わきの下のくぼんだ部

分に挟みます。 

 健康で安静にしているときの、腋下温度計で

測った体温を「平熱」と呼びます。平熱には個

人差があり、36～37℃の間に分布しています。

体調不良時に平熱と比較して、1度以上体温が

上昇したときは、発熱を疑います。このため自

分の平熱を知っておくことはとても重要です。 

平熱と発熱 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


